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■ は じ め に ■■■

川島町学校跡地・施設利活用検討委員会は、地域及び地域団体の代表者、産業界及び

金融機関の関係者、学識経験者、公募による委員及び町職員等、計 13 名の委員で構成

され、平成 30年 10月に町長から委嘱を受けて発足いたしました。 

現在、我が国においては少子高齢化の進行が一段と顕著になり、地域社会に様々な影

響が及んでいます。川島町においても少子化の影響から、小学校において小規模校化に

伴う諸課題が発生し、これを解決するため小学校規模適正化計画に基づき小学校の統

廃合が実施されました。他方、町が保有管理する公共施設については今後の維持管理が

課題となっており、施設を資産と捉えた有効活用が望まれています。 

これらの状況のもと、本検討委員会では、学校規模の適正化に伴い廃止となった旧出

丸小学校と旧小見野小学校の校舎、屋内運動場、敷地の利活用方策について町民目線に

立ち、活発に意見交換を行ってきました。

この報告書は、両校の跡地・施設の利活用について基本的な考え方や方向性を示した

もので、今後、町において策定されていく基本構想などの計画に活かしていただきたい

事項をまとめたものです。本検討委員会の意見を十分に汲み取っていただき、両校の跡

地・施設の利活用に反映されますよう委員一同願うものです。

平成 31 年 3 月 27 日 

川島町学校跡地・施設利活用検討委員会
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．旧出丸小学校と旧小見野小学校の跡地・施設利活用の検討経緯 ■■■

川島町教育委員会では、三保谷、出丸、八ッ保、小見野の 4小学校における小規模校

化に伴う諸課題を解決するため学校規模の適正化を推進するべく、平成 28 年 2 月に

「川島町立小学校規模適正化計画」を策定しました。そして同年 4月に、川島町小学校

統合協議会が組織され、計画に基づき 4校の統廃合に向けた準備が始まりました。また

統廃合により廃止となる出丸、小見野の 2小学校の跡地・施設の利活用についても、統

合協議会で検討が行われました。 

統合協議会では、検討の結果、平成 29年 9月に「平成 30 年度から廃校跡地・施設を

暫定的に開放する方針」を決定します。この決定を基に、教育委員会での審議、さらに

川島町総合教育会議での協議を経て「川島町廃校体育施設の設置及び管理に関する条

例」が同年 12月議会で議決され、現在、両校の体育館及びグランドは地域のスポーツ・

レクリエーション施設として暫定的に開放されています。 

また統合協議会では、体育施設の暫定開放に止まらず、校舎を含め体育館及びグラン

ドが、将来、長期に渡って有効活用される姿について検討を続けました。そして教育委

員会では、この検討結果に基づく審議を経て、平成 30年 2月に「廃校後の跡地・施設

の利活用検討に係る報告」を作成し、川島町に報告しました。 

町は、この報告を踏まえ、さらに跡地・施設の具体的な利活用方策について検討を続

けるため、利活用アイデアの募集など準備を経て、同年 10月に、川島町学校跡地・施

設利活用検討委員会を組織しました。

〔図－１：検討に関する経緯〕
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．学校跡地・施設利活用の基本コンセプトについて ■■■

本検討委員会では、川島町教育委員会及び川島町小学校統合協議会による「廃校後の

跡地・施設の利活用検討に係る報告」を踏まえ、今後の跡地・施設の利活用の基本とな

るコンセプトについて議論を行いました。 

町民のなかには、学校跡地・施設を雇用の創出や集客などに繋げて、町を活性化して

ほしいという意見や、跡地・施設の維持・管理にかかる経費負担の軽減も図りたいとい

う意見がある一方、両校共、これまで地域コミュニティの核として、住民に親しまれて

きた施設であることから、廃校による地域コミュニティの弱体化を危惧する声や、災害

時の避難機能の確保・強化を望む声もあることから、本検討委員会では、地域経済・社

会の活性化と行財政負担の軽減化が期待できる「民間事業者による廃校活用」と、地域

コミュニティの活性化や避難場所の確保に資する「新たな公共施設としての整備」の 2

方面からの活用を基本コンセプトとし、跡地・施設の利活用を検討することとしました。 

〔図－２：学校跡地・施設利活用の基本コンセプト〕
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【基本コンセプトについての主な意見】 

○財政面からも民間事業者の参入を望むのは理解できる。

○民間事業者の参入を重視しすぎるのではなく、地域コミュニティの維持、活性

化にも資するものにして欲しい。

○地元地域の発展はもとより、広域的にも情報発信や集客が期待できる施設と

することが望まれる。

○災害時には避難施設としても機能することになるので、民間事業者の参入に

あたってもその点を明確にし、支障のない利用計画として欲しい。

【今後の課題・留意すべき点】 

○都市計画法上の制限による事業の制限

○参画する民間事業者との連携

○施設の管理運営形態の検討

○災害時の運用についての明確化
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．利活用アイデアの検討について ■■■

３．１．民間事業者からの利活用アイデア募集 ■■

文部科学省では、近年増加している廃校の活用促進を目的に『～未来につなごう～

「みんなの廃校」プロジェクト』を立ち上げ、施設を保有する自治体と民間事業者ニー

ズのマッチングを行っています。 

川島町でも広く事業提案を募集することにより、廃校の利活用の可能性を広げるこ

とに繋がると考え、平成 30 年 6 月から、このプロジェクトに登録し、民間事業者から

事業提案を募集しました。募集の結果、検討時点では 22 件におよぶ多種多様な事業提

案が集まりました。（昨年 10月まで、現在、募集は停止） 

〔図－３：提案のあった活用案（カテゴライズしたもの）〕 
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【利活用アイデアについての主な意見】 

○体験型施設の効果を発揮するには、公共交通機関の整備が不十分な町の事情

を考慮した場合、宿泊施設が必要ではないか。

○日本語・日本文化の教育など、外国人労働者の受入体制の整備を視野に入れた

検討も必要である。

○町以外の公共施設の誘致も考えるべきではないか。
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３．２．両校跡地・施設の利活用に適するアイデアの抽出 ■■

本検討委員会では、これら 22件から、基本コンセプトに掲げた「地域経済・社会の

活性化」や「地域コミュニティの弱体化」、さらに事業参画の実現性等を基にして、両

校跡地・施設の活用に適すると思われる提案の抽出を行いました。 

議論の結果、「養殖場」「植物工場」「自然体験施設」「ビオトープ展示場」の 4件を選

出し、具体的な提案内容を把握すべく、提案を行った事業者からヒアリング調査を実施

しました。 

〔図－４：跡地・施設の利活用に適すると思われる案〕 

【ヒアリングについての主な意見】 

○モデル事業的な要素があるが、未来の農業のあり方を発信できれば良い。

○これまで行ってきた自然観察学習を継続して欲しい。

○展示で満足せず、人が集まる工夫が必要だ。

○町外の者が利用する施設とならないように、地域の子供たちも活用できる状

況を作って欲しい。



学校跡地・施設利活用検討報告書 

Pg.7 

３．３．行政の関わり ■■

民間事業者から提出された事業提案の検討と併せて、行政が係わる部分についても

本検討委員会で議論しました。行政の係わりとしては、「地域コミュニティの活性化」

や「災害時の避難場所の確保」を補完できる機能や活動を導入することが望ましいとの

意見が出ています。 

〔図－５：庁内各課からのアイデアと行政の関わり〕

【行政の関わりについての主な意見】 

○施設の管理については、地域、行政の連携が不可欠。

○耐震がおわっていない施設の統合も視野にいれてはどうか。

○庁内各課からのアイデアも参考とすべきである。
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．学校跡地・施設利活用の基本方針と利活用案 ■■■

４．１．整備及び運営に関する基本方針 ■■

本検討委員会では、学校跡地・施設の利活用にかかる基本コンセプトを基に、また協

議経過を踏まえ、整備及び運営に関する基本方針を、次のようにまとめました。 

〔図－６：学校跡地・施設の整備及び運営に関する基本方針〕  
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〔図－７：基本方針による施設の利活用イメージ〕 
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４．２．基本方針を基にした両校の利活用案 ■■

本検討委員会では、整備及び運営に関する基本方針を基に、民間事業者から提案され

た利活用アイデアや両校の跡地・施設の特徴、周辺環境の特徴、さらに法規制などの社

会的な周辺環境を勘案して、両校の利活用案を協議しました。 

〔図－８：両校の利活用案検討イメージ〕 

協議の結果、旧出丸小学校では「自然、治水、サイクリング」をテーマに、町民と行政

と民間事業者が連携して運営する複合的施設の整備を目指すこととし、また、旧小見野小

学校では「農業、自然環境」をテーマに、町民と行政と民間事業者が連携して運営する複

合的施設の整備を目指すこととしました。

以降、本検討委員会における学校跡地・施設の利活用案のイメージを示し、検討結果の

まとめとします。
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４．３．旧川島町立出丸小学校跡地・施設の利活用案 ■■ 〔図－９〕
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４．４．旧川島町立小見野小学校跡地・施設の利活用案 ■■ 〔図－１０〕
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ヒアリング結果のまとめ 

学校跡地・施設の整備及び運用方針について 
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第６回 3 月 27 日

検討結果報告について 
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